大学開放に関する意識調査 : 富山大学公開講座・公開授業受講者を対象として by 仲嶺 政光
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１．はじめに
































































































  図表５は、回答者の文化合を示したものとしてはに行く」（74.0％）、「家に好き」（60.6％）などが続る」を合算した数値であここでは示せないが、回層に属し文化的な実践が ４．今学んでいることの 



















































 なお、「学習・研究仲間と回答した者が 53.6％にークの構築を指向する者 ５．講座・講義への評価 （１）受講による効果  









































































































































































についてたずねた結果が図表 10 である。講師と受講生が対話しながら進める講義ンの映写を使った講義」（66.8％）などがンターネットを利用する講義を好む者はいる。 
関する意識 
する意見をうかがった結果が図表 11 である方向性のどちらが望ましいかについて



















































































































  図表 13 は、回答者の持い比率を示したのは、社る。社会人入学は「今後（80.7％）、「社会経験を活などである。社会人入学になるのは違和感がある姿勢をうかがわせている格の取得に魅力を感じるとなっている。  









































































































































































































ぜひ継続してほしいと思います。講義内容から考えると受講料 7300 円（10 回分）はむしろ安い
方と思いますが、当方無職（わずかの年金収入のみ）なので、ご配慮いただけたらと思います（5000
円くらいだといいかなと思います）。
＜その他＞
・もっと、地元富山県に関する学部の創設ができないか？　都内地区中心の農業、氷見・射水（旧
新湊）中心の漁業などマンパワーの創造こそ現代日本が求めている。
・留学生によるネイティブ語学授業をやってほしい（学生にはアルバイト料を払って）。教授法は
未熟でも、その国の若者の目線でみる有様や、文化を感じとれる。また、世代間交流もできる。
－ 70 －
・公開講座では、大学生もボランティアとして講座に参加してもよいと思われる。
・ただ、オープンクラスに参加するだけではなく、ボランティアなど大学に貢献させていただく機
会があれば、なお良いと思います。
・自分は性格的には新しいことに積極的ですが、そうでない方や、講座受講を希望されているか、
不安を持たれている方も多いと思います。受講を検討するための、見学会などもあればよいかも
知れません。
・今の大学はとても親切で開かれていると思う。いきなり相談しにいっても、受けてくれる広さが
すごいと思う。基本的に富山大学の先生はみな親切でやさしい。
注記
１）苅谷剛彦・志水宏吉編『学力の社会学』岩波書店、2004 年、p.279 の質問項目を参考に作成した。
２）「子どもの生活体験」研究グループ『現代教育改革の下での子ども・若者、その成長・生活・意識・集団形成』
p.81 を参考に質問項目を作成した。
３）有意差の有無を確かめるために、js-STAR…2012 を利用した。http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/
star/
